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子 宮 体部疾 患診断 に お け る MRI の 268 MRI に よ る子宮筋腫 の 質 的診断
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【 目的 】Magnetic 　Resonanee　Imagi   （MRI ）

は 婦 人 科腫 瘍 診断 に も広 くもちい られ っ つ あるが ，

本研究 で は子 宮体 部疾 患の MRI 所 見 の 解 析 を行

な い そ の 臨床上 の 有用 性に つ い て 検討を 加え た 。

【方法 】対象は MR 工を 施行 し，子宮 体 部疾 患を

手術的 に 確 認 し え た 67例 と し た 。疾 患 の うち わ け

は子宮体 癌 （体癌 ）23例 ．子 宮筋 腫 （筋腫 ）33例，

子 宮腺筋症 （腺筋症 ）8 例 ，子 宮肉腫 （肉腫 ） 2

例 で あ る 。 MRI 装置 は 東芝 MRT50 を もち い ，

撮 像は spin 　 eeho 法 に て T1強 調画 像 （Tl像 ）戰 強

調 画 像 （T2 像 ）の 矢状断 な ら び に 横 断像 を 得 る こ

と を原則 と し，画像 を retrospective に 摘出子 宮

の 肉眼所見 ， 病理所見 と対比 した 。

【成 績 】  体癌 組織 は T2像 で 子 宮 内の high 　 inten −

sity な像 と し て 描 出 さ れ ，残存 体 部筋層 の MRI

評価値 と 病 理学 的 に 確 認 さ れ た 値は r 詈 O．94と 極

め て 高 い 相関を 示 し た 。 junctional　 zone （J−

zone ）の 見 ら れ た 10例 中裂 断有 り と評価 さ れ た 7

例 で 癌 が 内膜に留 ま っ て い る もの は な か っ た 。 

筋 腫 の うち 76％ はT2像 で 10w 　intensity に 描出 さ

れ ，描出最小 径 は 2   で あ っ た 。 変性 筋腫 で は 変

性部 の intensity の 上昇 が 認 め ら れ た 。  腺 筋症

の うち 88％ の 症例 で は 病巣は middle 　 intensity ，

筋層 と の 境界 は 不 明瞭 で あ り，筋腫 と は 明 ら か に

異 な っ た 所見 を呈 し た 。   肉腫 は intensity 不均
一

な腫 瘍 と して 描 出さ れ ， 画像 的に は 変 性筋腫 と

鑑 別 しえ な か っ た 。

【結 論 】  MRI は体癌 筋層浸潤 評価 に きわ め て

有 用 で あ り ，J− zone が 描 出 さ れ て い る 症例 で は

癌 が 内膜 に 留 ま っ て い る か 否 か や ，発生 部位 の 診

断 も可能 で あ っ た 。   筋腫 と腺 筋症 は異な っ た 所

見を呈 し，筋腫 核 出 の 可否 の 鑑 別 に 有 用 で あ っ た 。

　〔目的〕 MRI は非侵襲的に極 め て 高 い 精度で 子

宮筋腫を描 出する こ とが可能で あ る。しか し， 画

像上は必ず しも同一の MR 信号 を呈す るわけで は

な く，多彩 な信号が認 め られる。そ の 原因は 明ら

か で は な い が 組織学的変化を反映 して い る 可能性

も考え られ る。そ こ で ，MRI 所見 を 分類 し， 筋

腫の 組織学的所見と の 関係を検討 した 。　〔方法）

子宮筋腫お よ び子宮腺筋症 の 診断 の もと に 手術を

行な っ た37症例を対象 とした。MRI は 0、5T な

い し 1，5T 超伝導装置を用 い ，
　T ユ強調および T2

強調 ス ピ ン エ コ
ー

法 で 撮影 した。 MRI と組織所

見が正確に対応可能 な，33症例43か所の 筋腫核と

4症 例の 腺筋症 の あわせ て 47か所を検討対象 とし

た。筋腫 の 変性 は 組織 学的 に ，硝子様変性．嚢胞

性変性，石灰化 ， 脂肪変性 ， 壊死 に分類 した 。 ま

た，MRI は T2 強調画像で 得 られ た信号によりつ

ぎ の 5 型 に分類 した 。 Type ユ ：境界鮮明で 均
一

な 低信号，Type　 2 ：境界鮮 明で 不均一な低信号，

Type　 3 ；境界不鮮明で 不均一な低 信号，　Type 　4 ：

等信号，Type　5 ：高信号 。 〔成績〕Type ユで は 変性

は 認 め られ ず，逆 に Type　2 で は 全例 に なん らかの

変性 が認め られ たが ，一
定 の 傾 向は 見 い 出 せ なか

っ た 。 Type　3は腺筋症 に特徴的な所見 で ，Type 　4

は 変性の 認 め られ な い 筋 腫 お よ び 脂肪変性 の 例 に

み られ た 。 また ，Type 　5 の うちで も非常に輝度 の

高 い 例 で は 嚢胞性変性が特徴的 に 認め られ た 。 さ

らに，石灰化は T1 強調 ・T2 強調画像 と もに 低輝

度 に 描出され た 。 〔結論〕子宮筋腫 の MRI 所見を

5 型 に 分類 した。そ の 結果，MRI 所見か ら筋腫

の 変 性 の 有無を推定す る こ と が 可能で ，MRI は

筋腫 の 質 的診断 に も有用と考えられた 。
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